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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バックボードに複数のユニットが挿抜可能に実装される電子機器システムにおいて，
　前記複数のユニットの被監視ユニットは，所定の基準電圧に接続された実装信号ライン
と，ユニット内のステータスに応じてアラーム信号が出力されるアラーム信号ラインと，
前記実装信号ライン及びアラーム信号ラインの少なくとも一方に設けられたトライステー
トゲートと，当該トライステートゲートへの活性化制御端子を非活性レベルにする第１の
プルアップ回路と，前記バックボードから供給される電源電圧を監視し当該被監視ユニッ
トがバックボードに活線挿入された時の供給電源電圧に応答して挿入信号を出力する電源
監視回路と，当該挿入信号を前記バックボードとのコネクタとバックボード内配線とを経
由して前記トライステートゲートに供給し前記活性化制御端子を活性レベルにプルダウン
する挿入信号ラインとを有し，
　前記複数のユニットの監視ユニットは，前記被監視ユニットのトライステートゲートか
らバックボードを経由して前記実装信号またはアラーム信号を受信する監視回路を有する
ことを特徴とする電子機器システム。
【請求項２】
　請求項１において，
　前記電源監視回路は，前記被監視ユニットが活線挿入された時の供給電源電圧に応答し
て，前記挿入信号を所定期間の間前記非活性レベルに維持した後で，前記活性レベルにプ
ルダウンすることを特徴とする電子機器システム。
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【請求項３】
　請求項１において，
　前記被監視ユニットは，それぞれ複数ピンを有するコネクタを介して前記バックボード
に装着され，
　前記挿入信号ラインは，前記コネクタの第１のピンを経由して当該被監視ユニットから
バックボード内配線に接続され，当該コネクタの第２のピンを経由して当該バックボード
内配線から被監視ユニットに接続され，さらに，前記挿入信号ラインは，複数組の前記第
１及び第２のピンを経由して前記被監視ユニットとバックボード内配線間を複数往復する
構成となっていることを特徴とする電子機器システム。
【請求項４】
　請求項３において，
　前記第１及び第２のピンは，当該コネクタ内の複数のピンのうちコネクタ両端に位置す
る１対のピンに割り当てられていることを特徴とする電子機器システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，活線挿抜可能な電子機器システムに関し，特に，プラグインユニットを活線
挿抜するときのチャタリングに伴う誤動作を防止した電子機器システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンピュータなどの電子機器システムは，バックボードに複数のプラグインユニットを
装着し，バックボードから電源を供給するよう構成されている。そして，一部のユニット
が故障した場合は，システムの電源を遮断することなく故障ユニットを正常ユニットに交
換する活線挿抜を行う。これにより，システムの稼働状態が中断されることなく故障状態
から離脱することができる。
【０００３】
　上記の電子機器システムは，ユニットの実装状態を示す実装信号や，ユニットの故障な
どのステータスを示すアラーム信号を，被監視ユニットからシステム内の監視ユニットに
直流信号として供給し，監視ユニットがその直流信号に応じて各ユニットの実装状態や故
障などのステータスを識別する。そのために，ユニットとバックボード間で，複数の通常
信号ラインに加えて上記の直流信号ラインがコネクタを介して接続される。かかるユニッ
トを電源遮断なしに活線挿抜すると，コネクタの機械的不具合に伴うチャタリングにより
，直流信号にノイズが発生し，監視ユニットが誤った実装信号やアラーム信号を受信し，
システムの誤動作を招くことがある。
【０００４】
　活線挿抜時の誤動作防止を行うために，種々の先行技術が提案されている。特許文献１
では，活線挿抜時に電流の回りこみによる部品破壊を防ぎ、活性挿入時の不正なリセット
動作を防止するために、リセット制御回路がすべての接続を検出するまで高電位を保ち、
抵抗でプルダウンされた最も短い端子が接続状態になるまで、基板リセット回路が周辺回
路に対して一定時間リセット信号を出力して誤動作を防いでいる。
【０００５】
　特許文献２では，コネクタの挿抜開始をトリガにして挿抜完了時間を監視し、一定時間
経過後に完了しない場合は異常と判断して、コネクタの物理的半挿しや半抜け状態を防止
している。具体的には，コネクタの長中短ピンを用いて、長ピン、短ピンの接続状態から
コネクタの挿抜の開始および完了を認識することで、活線挿抜シーケンスを監視している
。
【０００６】
　特許文献３では，活線挿抜時の電源のオフからオンの給電を滑らかにすることで、ユニ
ットに対する電流の突入防止を行っており、コネクタの長短ピンで、装着時と抜去時のシ
ーケンスをつけている。挿着時には、長端子，短端子の順に勘合し、短端子の勘合後に電
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源電圧が上昇する。
【０００７】
　特許文献４では，活線挿抜の開始と終了を通知するスイッチ手段を備え、作業者が活線
挿抜の時に挿抜ユニットのスイッチをオン操作し、それに応答してユニット搭載のＣＰＵ
部が一定のデータ通信を終了後、あるいは通信中でないことを判断して，バスオフ信号を
出力して通知している。これにより、活線挿抜時のバス通信エラー防いでいる。
【特許文献１】特開平９－１３８７１５号公報
【特許文献２】特開２０００－３０７２７３号公報
【特許文献３】特開平８－２２１１５５号公報
【特許文献４】特開昭６２－２３４３９８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら，上記の特許文献１，２，３では，コネクタの接続ピンの長短を利用して
いるので，使用されるコネクタに長短ピンが備えられていない場合には利用できない。ま
た，長短ピンであっても，ユニットがバックボードに対して傾いて実装される場合や，バ
ックパネルにしなりが発生して接続ピンが適切に接続されない場合もあり，対策としては
不十分である。さらに，特許文献４では，作業者が挿抜ユニットのスイッチを操作する必
要があり，作業者が煩雑な操作を行う必要があり適切ではない。
【０００９】
　そこで，本発明の目的は，活線挿抜において，ユニットの実装信号やステータスを示す
アラーム信号にチャタリングによる誤り信号が発生しないようにし，コネクタが完全に接
続されずにユニットのバックボードへの不完全実装状態（半挿入や半抜け状態）が検出さ
れないのを防止した電子機器システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成するために，本発明の第１の側面によれば，バックボードに複数のユ
ニットが挿抜可能に実装される電子機器システムにおいて，前記複数のユニットの被監視
ユニットは，所定の基準電圧に接続された実装信号ラインと，ユニット内のステータスに
応じてアラーム信号が出力されるアラーム信号ラインと，前記実装信号ライン及びアラー
ム信号ラインの少なくとも一方に設けられたトライステートゲートと，当該トライステー
トゲートへの活性化制御端子を非活性レベルにする第１のプルアップ回路と，前記バック
ボードから供給される電源電圧を監視し当該被監視ユニットがバックボードに活線挿入さ
れた時の供給電源電圧に応答して挿入信号を出力する電源監視回路と，当該挿入信号を前
記バックボードとのコネクタとバックボード内配線とを経由して前記トライステートゲー
トに供給し前記活性化制御端子を活性レベルにプルダウンする挿入信号ラインとを有し，
前記複数のユニットの監視ユニットは，前記被監視ユニットのトライステートゲートから
バックボードを経由して前記実装信号またはアラーム信号を受信する監視回路を有するこ
とを特徴とする。
【００１１】
　上記発明の側面において，好ましい態様によれば，前記電源監視回路は，前記被監視ユ
ニットが活線挿入された時の供給電源電圧に応答して，前記挿入信号を所定期間の間前記
非活性レベルに維持した後で，前記活性レベルにプルダウンする。
【発明の効果】
【００１２】
　上記発明の側面によれば，電源監視回路が活線挿入時に挿入信号を出力し，その挿入信
号がコネクタとバックボード内配線を経由してトライステートゲートを活性化状態に制御
する。したがって，挿入時にコネクタが完全に接続されて初めてトライステートゲートか
ら有効な実装信号やアラーム信号が監視ユニットに供給されるので，活線挿入時の誤動作
を防止することができ，また不完全な装着状態を検出することができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下，図面にしたがって本発明の実施の形態について説明する。但し，本発明の技術的
範囲はこれらの実施の形態に限定されず，特許請求の範囲に記載された事項とその均等物
まで及ぶものである。
【００１４】
　図１は，一般的な電子機器システムの構成図である。バックボードＢＢには，複数のユ
ニットＵＡ，ＵＢが挿抜可能に実装される。バックボードＢＢには電源供給回路３０から
グランド電圧ＧＮＤと電源電圧ＶＤＤとが供給され，そのバックボードから実装されたユ
ニットにそれら電源が供給される。そして，この電源供給回路からの電源電圧ＶＤＤを遮
断することなく，バックボードＢＢにユニットＵＡ，ＵＢが活線挿抜される。
【００１５】
　図１の例では，ユニットＵＡの実装状態とステータスがユニットＵＢ内の監視回路２３
により監視され，逆に，ユニットＵＢの実装状態とステータスがユニットＵＡ内の監視回
路１３により監視される。ユニットＵＡ内には，グランドＧＮＤに接続された実装信号ラ
イン１１Ｍと，ユニット内の故障などのステータスに対応するアラーム信号を発生するア
ラーム発生回路１５と，そのアラーム信号ライン１２Ａとが設けられ，コネクタＣＮａを
介してバックボードＢＢに接続される。そして，その実装信号とアラーム信号は，ユニッ
トＵＢ内の監視回路２３に供給される。ユニットＵＢ内には，アラーム信号ライン１２Ａ
と実装信号ライン１１Ｍとを電源ＶＤＤのレベル（Ｈレベル）にプルアップするプルアッ
プ素子２９，２７が設けられ，ユニットＵＡが実装されていない場合は，それに対するア
ラーム信号ライン１２Ａと実装信号ライン１１Ｍが共にＨレベルにプルアップされ，監視
回路２３は未実装であることを認識することができる。また，アラーム発生回路１５は，
正常状態であればＨレベルを異常状態であればＬレベルを出力し，監視回路２３は，その
Ｌレベルを異常状態のアラーム信号として認識する。
【００１６】
　逆に，ユニットＵＢ内にも，グランドＧＮＤに接続された実装信号ライン２１Ｍと，ユ
ニット内の故障などのステータスに対応するアラーム信号を発生するアラーム発生回路２
５と，そのアラーム信号ライン２２Ａとが設けられ，コネクタＣＮｂを介してバックボー
ドＢＢに接続される。そして，その実装信号とアラーム信号は，ユニットＵＡ内の監視回
路１３に供給される。ユニットＵＡ内にも，アラーム信号ライン２２Ａと実装信号ライン
２１ＭとをＨレベルにプルアップするプルアップ素子１９，１７が設けられている。
【００１７】
　仮に，ユニットＵＡを被監視ユニット，ユニットＵＢを監視ユニットとすると，ユニッ
トＵＡを活線挿抜すると以下のような問題が生じる。ユニットＵＡとバックボードＢＢと
は，それぞれ複数ピンを有する複数のコネクタにより接続される。オペレータは，ユニッ
トＵＡのコネクタとバックボードＢＢのコネクタとを勘合させてユニットの実装（挿入）
を行い，コネクタの勘合を外してユニットの抜き取り（抜去）を行う。その場合，コネク
タの機械的誤差などに伴って不完全な勘合状態になったり，挿抜時にコネクタのチャタリ
ングに伴うノイズが実装信号ラインやアラーム信号ラインに生成されたりする。
【００１８】
　図２は，実装信号ライン１１Ｍとアラーム信号ライン１２Ａの信号波形例を示す図であ
る。ユニットＵＡが実装されていない状態では，ユニットＵＡ内のライン１１Ｍ，１２Ａ
は共にフローティング状態にある。そして，ユニットＵＡが活線挿入される時に，チャタ
リングによりこれらのライン１１Ｍ，１２ＡにはＨ，Ｌレベルに変化するノイズ信号が発
生する。挿入後は，実装信号ライン１１ＭはＬレベルになり，アラーム信号ライン１２Ａ
はアラームが発生していなければＨレベルになる。そして，実装信号ライン１１ＭのＬレ
ベルがユニットＵＢ内の監視回路２３により認識され，ユニットＵＡの実装状態が確認さ
れる。また，ユニットＵＡが活線抜去される時も，チャタリングによりこれらのラインに
はノイズ信号が発生し，抜去後はフローティング状態になる。
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【００１９】
　このような活線挿入時と活線抜去時のチャタリングによるノイズ信号は，ユニットＵＢ
内の監視回路２３による誤った信号の認識を招き，システムの誤動作の原因になる。
【００２０】
　図３は，本実施の形態における電子機器システムの構成図である。図１と同じ構成要素
には同じ引用番号が与えられている。図１の電子機器システムと異なる構成は，ユニット
ＵＡ内において，実装信号ライン１１Ｍとアラーム信号ライン１２Ａの出力回路として，
トライステートゲート１１，１２が設けられ，それらの活性化制御端子３２には，電源Ｖ
ＤＤに接続されたプルアップ素子３０からなるプルアップ回路が接続されている。更に，
ユニットＵＡ内には，バックボードＢＢからの電源ＶＤＤ，グランドＧＮＤを供給され，
電源ＶＤＤの供給に応答して挿入信号ｉ１０を出力する電源監視回路１４が設けられてい
る。そして，その挿入信号ｉ１０が出力される挿入信号ライン３４が，バックボードＢＢ
とのコネクタＣＮ１と，バックボード内の配線ｉ１１とを経由して，トライステートゲー
ト１１，１２の活性化制御端子３２に接続され，挿入信号ｉ１２として供給される。
【００２１】
　ユニットＵＢ内の同様に，トライステートゲート２１，２２と，プリアップ素子４０と
，電源監視回路２４と，挿入信号ライン４４とが設けられ，挿入信号ライン４４は，コネ
クタＣＮ２とバックボード内配線ｉ２１とを経由してトライステートゲートの活性化制御
端子４２に接続されている。
【００２２】
　トライステートゲート１１，１２，２１，２２は，活性化制御端子３２がＨレベルの時
は，その出力が高インピーダンス状態（フローティング状態）にされ，活性化制御端子３
２がＬレベルの時は，入力信号をそのまま出力する。また，電源監視回路１４は，電源Ｖ
ＤＤの供給に応答して，所定期間の間Ｈレベルになりその後Ｌレベルになる挿入信号ｉ１
０を挿入信号ライン３４に出力する。そして，この挿入信号が，挿入信号ライン３４から
コネクタＣＮ１の第１のピンとバックボード内配線ｉ１１とコネクタＣＮ１の第２のピン
を経由して，挿入信号ｉ１２として活性化制御端子３２に供給される。このような構成に
より，ユニットＵＡがバックボードＢＢに装着されると，電源ＶＤＤの供給に伴ってプル
アップ素子３０により活性化制御端子３２はＨレベルになり，トライステートゲート１１
，１２の出力は高インピーダンス状態にされる。その間は，ノイズ信号の出力は防止され
る。そして，ユニットＵＡがバックボードＢＢに完全に装着されると，挿入信号ｉ１０が
挿入信号ｉ１２として活性化制御端子３２に供給され，挿入信号ｉ１２のＬレベルに応答
して活性化制御端子３２はＬレベルに駆動され，トライステートゲートが有効な信号を出
力する。
【００２３】
　図４は，ユニットＵＡの活性挿抜時の信号波形図である。これを参照して，ユニットＵ
Ａの活性挿入と活性抜去の動作について説明する。図４には，ユニットＵＡ内の挿入信号
ｉ１０，ｉ１２とバックボードＢＢ内の配線ｉ１１とトライステート１１，１２の出力の
実装信号ライン１１Ｍとアラーム信号ライン１２Ａの信号波形が示されている。ユニット
ＵＡが挿入される前は，そのユニットには電源ＶＤＤが供給されていないので，挿入信号
ｉ１０，ｉ１２，バックボード内配線ｉ１１は共にフローティング状態になっている。ま
た，トライステートゲートの出力１１Ｍ，１２Ａも電源が供給されていないのでフローテ
ィング状態である。
【００２４】
　そこで，ユニットＵＡが活線挿入開始されると，電源監視回路１４が電源ＶＤＤに応答
して，所定期間ｔ０の間Ｈレベルになりその後Ｌレベルになる挿入信号ｉ１０を出力する
。この電源ＶＤＤの供給によって，プルアップ素子３０からなるプルアップ回路は，活性
化制御端子３２（挿入信号ｉ１２も同じ）をＨレベルに引き上げる。そのため，トライス
テートゲート１１，１２の出力１１Ｍ，１２Ａは高インピーダンス状態にされる。そのと
き，監視ユニットＵＢ側の監視回路２３には，プルアップ素子２７，２９により実装信号
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ライン１１Ｍとアラーム信号ライン１２Ａが共にＨレベルにされ，監視回路２３は，未実
装（１１ＭがＨレベル），アラームなし（１２ＡがＨレベル）を受信している。
【００２５】
　ユニットＵＡの活線挿入が完全に行われると，コネクタＣＮ１の１対のピンも完全に接
続状態になり，電源監視回路１４が出力した挿入信号ｉ１０が，コネクタＣＮ１とバック
ボード内配線ｉ１１とを経由して，挿入信号ｉ１２として活性化制御端子３２に供給され
る。挿入信号ｉ１２は，所定期間ｔ０後にＬレベルになるので，プルアップ素子３０にか
かわらず活性化制御端子３２がＬレベルにされ，トライステートゲート１１，１２が活性
状態になる。トライステートゲート１１が活性状態になると，グランドＧＮＤに接続され
た入力のＬレベルが，実装信号ライン１１Ｍに出力され，ユニットＵＢ内の監視回路２３
は実装状態（Ｈレベル）の信号を受信し，ユニットＵＡの実装状態を認識する。また，ア
ラーム信号発生回路１５がアラームなしのＨレベルを出力していれば，図４に示されると
おり，トライステートゲート１２の出力にはそのＨレベルが出力される。そして，ユニッ
トＵＢ内の監視回路２３はアラームなし状態の信号を受信する。
【００２６】
　次に，ユニットＵＡが活線抜去されると，ユニットＵＡへの電源ＶＤＤ供給が遮断され
るので，プルアップ素子３０によるプルアップがなくなり，活性化制御端子３２もフロー
ティング状態になる。それに伴いトライステートゲート１１，１２は非活性状態となりそ
の出力はフローティング状態になり，チャタリングによるノイズ信号を信号ライン１１Ｍ
，１２Ａに出力することはない。また，電源監視回路１４の出力ｉ１０もフローティング
状態になる。
【００２７】
　以上のように，ユニットＵＡ内で，活線挿抜に伴う電源ＶＤＤの供給に応答して，挿入
信号ｉ１０を生成し，その挿入信号をバックボードとのコネクタとバックボード内配線と
を経由してトライステートの活性化制御端子３２に与えることで，ユニットＵＡが完全に
挿入されるまでは，トライステートゲートの出力を高インピーダンス状態にして，チャタ
リングによるノイズ信号が出力されることを防止する。また，挿入信号ｉ１０を電源供給
後所定期間ｔ０の間はＨレベルにした後にＬレベルにして，トライステートゲート１１，
１２が活線挿入後の所定期間後に活性化状態になるようにして，チャタリングによるノイ
ズ信号の出力を防止している。
【００２８】
　また，活線抜去されるときは，電源ＶＤＤの遮断によりトライステートゲート１１，１
２が非活性状態にされるので，その時のノイズ信号の出力も防止される。
【００２９】
　図５は，第２の実施の形態における電子機器システムの構成図である。図３の電子機器
システムと同じ構成要素には同じ引用番号を与えている。図５の第２の実施の形態におい
て，図３と異なるところは，挿入信号ライン３４，４４が，バックボードＢＢとのコネク
タＣＮ１０，ＣＮ２０の複数対のピンとバックボード内配線ｉ１１，ｉ２１を経由して活
性化制御端子３２，４２に接続されている構成である。つまり，ユニットＵＡ，ＵＢとバ
ックボードＢＢ間のコネクタの複数箇所の接続点を経由して，挿入信号がトライステート
ゲートに与えられるので，ユニットとバックボード間のコネクタがより完全に勘合するま
で，トライステートゲートを非活性化状態に維持して，チャタリングによるノイズの発生
を防止し，不完全な挿入状態を検出することができる。
【００３０】
　図６は，第２の実施の形態でのコネクタの詳細構成図である。ユニットＵＡとバックボ
ードＢＢとは，コネクタＣＮ１０を介して実装される。コネクタＣＮ１０は，例えば複数
組の雄雌の一方のコネクタ群ＣＮ１１～ＣＮ１ｎと，雄雌の他方のコネクタ群ＣＮ２１～
ＣＮ２ｎとからなる。コネクタ群ＣＮ１１～ＣＮ１ｎがユニットＵＡ側に設けられ，コネ
クタ群ＣＮ２１～ＣＮ２ｎがバックボードＢＢ側に設けられている。
【００３１】
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　図中，左側の拡大図に示されるとおり，各コネクタは複数のピンを有し，コネクタＣＮ
１１は，通常の信号ピン群Ｐ１１ｘと，挿入信号ライン３４が接続される１対のピンＰ１
１ａ，Ｐ１１ｂとを有し，コネクタＣＮ１２も，通常の信号ピン群Ｐ１２ｘと，挿入信号
ライン３４が接続される１対のピンＰ１２ａ，Ｐ１２ｂとを有する。図６の例では，全て
のコネクタの両端の信号ピンＰ１１ａ，Ｐ１１ｂ，Ｐ１２ａ，Ｐ１２ｂが挿入信号ライン
３４に接続されるように構成することで，ユニットＵＡとバックボードＢＢ間のコネクタ
の複数箇所のピンを介して，挿入信号がユニットとバックボード間を複数回往復して伝搬
されるようにする。このように構成することで，バックボードの機械的変形やコネクタの
機械的変形によりユニットＵＡをバックボードに装着した時に不完全な挿入状態のままで
は，挿入信号が伝搬されずに，その間はトライステートゲート１１，１２が高インピーダ
ンス状態を保ち，ノイズ信号の出力が防止される。より完全な挿入状態になって初めて，
言い換えると，全てのコネクタが完全に勘合して初めて，挿入信号がトライステートゲー
トに供給され，活性状態にされる。複数のコネクタの１つでも不完全に勘合していると，
挿入信号が伝搬されないことになり，実装信号ライン１１Ｍは高インピーダンス状態とな
り，監視ユニットＵＢの監視回路２３は実装状態を検出することはない。
【００３２】
　以上の通り，本実施の形態によれば，被監視ユニットがバックボードに活線挿入される
と，その電源供給により実装信号ライン１１Ｍやアラーム信号ライン１２Ａが高インピー
ダンス状態にされ，完全に挿入された段階で，初めてそれらのラインに有効な信号が出力
される。よって，チャタリングなどによるノイズ信号が出力されることが防止され，不完
全に挿入状態が検出される。また，活線抜去された時も，電源遮断により実装信号ライン
１１Ｍやアラーム信号ライン１２Ａが高インピーダンス状態にされ，ノイズ信号の出力が
防止される。そして，挿入信号を，被監視ユニットとバックボード間のコネクタの複数箇
所を経由して伝搬させることで，より完全に挿入されて初めて，ラインに有効な信号が出
力されるようになり，また，不完全挿入状態を検出することができる。
【００３３】
　以上の実施の形態をまとめると，次の付記のとおりである。
【００３４】
　（付記１）バックボードに複数のユニットが挿抜可能に実装される電子機器システムに
おいて，
　前記複数のユニットの被監視ユニットは，所定の基準電圧に接続された実装信号ライン
と，ユニット内のステータスに応じてアラーム信号が出力されるアラーム信号ラインと，
前記実装信号ライン及びアラーム信号ラインの少なくとも一方に設けられたトライステー
トゲートと，当該トライステートゲートへの活性化制御端子を非活性レベルにする第１の
プルアップ回路と，前記バックボードから供給される電源電圧を監視し当該被監視ユニッ
トがバックボードに活線挿入された時の供給電源電圧に応答して挿入信号を出力する電源
監視回路と，当該挿入信号を前記バックボードとのコネクタとバックボード内配線とを経
由して前記トライステートゲートに供給し前記活性化制御端子を活性レベルにプルダウン
する挿入信号ラインとを有し，
　前記複数のユニットの監視ユニットは，前記被監視ユニットのトライステートゲートか
らバックボードを経由して前記実装信号またはアラーム信号を受信する監視回路を有する
ことを特徴とする電子機器システム。
【００３５】
　（付記２）付記１において，
　前記電源監視回路は，前記被監視ユニットが活線挿入された時の供給電源電圧に応答し
て，前記挿入信号を所定期間の間前記非活性レベルに維持した後で，前記活性レベルにプ
ルダウンすることを特徴とする電子機器システム。
【００３６】
　（付記３）付記１において，
　前記第１のプルアップ回路は，前記被監視ユニットの電源電圧配線に接続されたプルア
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続されていることを特徴とする電子機器システム。
【００３７】
　（付記４）付記１において，
　前記監視ユニットは，前記実装信号またはアラーム信号が非活性化状態レベルのとき受
信信号をプルアップする第２のプルアップ回路を有することを特徴とする電子機器システ
ム。
【００３８】
　（付記５）付記１において，
　前記被監視ユニットは，それぞれ複数ピンを有するコネクタを介して前記バックボード
に装着され，
　前記挿入信号ラインは，前記コネクタの第１のピンを経由して当該被監視ユニットから
バックボード内配線に接続され，当該コネクタの第２のピンを経由して当該バックボード
内配線から被監視ユニットに接続され，さらに，前記挿入信号ラインは，複数組の前記第
１及び第２のピンを経由して前記被監視ユニットとバックボード内配線間を複数往復する
構成となっていることを特徴とする電子機器システム。
【００３９】
　（付記６）付記５において，
　前記第１及び第２のピンは，当該コネクタ内の複数のピンのうちコネクタ両端に位置す
る１対のピンに割り当てられていることを特徴とする電子機器システム。
【００４０】
　（付記７）付記１において，
　前記電源監視回路の挿入信号は，前記被監視ユニットがバックボードから活線抜きされ
た時に，フローティングレベルになることを特徴とする電子機器システム。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】一般的な電子機器システムの構成図である。
【図２】実装信号ライン１１Ｍとアラーム信号ライン１２Ａの信号波形例を示す図である
。
【図３】本実施の形態における電子機器システムの構成図である。
【図４】ユニットＵＡの活性挿抜時の信号波形図である。
【図５】第２の実施の形態における電子機器システムの構成図である。
【図６】第２の実施の形態でのコネクタの詳細構成図である。
【符号の説明】
【００４２】
ＵＡ：被監視ユニット　　　　　　　ＵＢ：監視ユニット
ＢＢ：バックボード　　　　　　　　１１Ｍ：実装信号ライン
１２Ａ：アラーム信号ライン　　　　１１，１２：トライステートゲート
３０：第１のプルアップ素子（回路）
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